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資料２ アセスメントや対応に関する具体的項目の例 

アセスメント 転倒予防のための介入 転倒時の対応 

バランス、運動能力、体力 運動（運動の種類・頻度と時間） 転倒時の対応 

認知機能障害 薬の管理（投薬見直しなど） 転倒の分析 

排尿コントロール 視力回復・視力矯正 転倒の報告・記録 

足と靴 失禁と転倒への介入 転倒の総合的な評価 

失神・めまい・立ちくらみ めまいの症状を軽減するための介入 転倒後の自信喪失への対応 

薬物療法 環境改善を含む多因子介入プログラム 転倒事故対策 

視力 アドバンス・ケア・プランニング  

見守り・観察体制 セーフティグッズの活用  

屋内外の環境 住まいの改修  

地域環境 モニタリングと評価   

 

  




